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仮どめ用の釘 土台プレートⅡ
＜後施工対応＞

仮どめ用孔

・通常の設置例 ※設置忘れの例
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柱と横架材の隙間に
製品を差し込んでください。

■使用上のご注意

柱が横架材へめり込むのを緩和するために使用します。

使用箇所・用途

1 ．ホゾ穴の位置に合わせて土台又は横架材の上に設置してください。
　　必要に応じて、仮どめ用の釘等で製品を土台又は横架材に固定してください。
2．製品を土台又は横架材の上に設置したまま柱をホゾ穴に差し込んでください。
3．柱頭部への設置は、横架材を柱に落とし込む際に設置してください。
　　必要に応じて、仮どめ用の釘等で製品を固定してください。
　　柱頭部や上階柱への設置時は、製品の落下に十分注意してください。

※製品を設置し忘れた場合は、柱と土台又は横架材の隙間に製品を差し込んでください。

施工方法

接合具

・土台プレートⅡ〈後施工対応〉の使用にあたっては、必ず本マニュアルに基づいて施工してください。　
　指定の用途以外には使用しないでください。
・入れ忘れ時にも対応できる形状となっておりますが、入れ忘れ時以外は、製品を設置してからホゾを入れてください。
・土台又は横架材に直接 接する様に設置してください。床合板の上には使用しないでください。
・製品がズレる恐れがある場合は、仮どめ用の孔に太め釘等を打ち込み、ズレを防止してください。
　φ5の孔は、仮どめ用の孔です。釘の有無でめり込み耐力への影響はございません。
・柱頭部や上階柱への設置の際には、製品の落下に十分注意してください。
　製品を設置する柱に柱頭柱脚金物や筋かい金物を取り付ける場合には、使用条件があります。
　別紙：土台プレートⅡ（＜後施工対応＞含む）使用時に取付け可能な金物についてを用意しております。

専用の接合具はございません。
製品がズレる恐れがある場合は、太め釘等を使用し、仮ど
めしてください。

■取付図例
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接合金物の使用方法や納まりなど木造建築金物の施工に関するお問い合わせはこちらまで
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